
平成25年度 ふるさと創生基金事業提案書

事  業  名 子育ち・親育ち応援事業

事 業 主 体
子育ち応援隊

(母子保健推進員、主任児童委員、保育園、(養護教諭 )、 保健師)

事業の目的 。内容

【目的】

。少子化が顕著となっている小国地域において、「地域の宝」である
″
子ども〃

を取り巻 く環境を見直し、必要ならば改善 し、楽 しく希望を持って健やかな

子育てを応援する。あわせて、祖父母や地域住民からも今どきの子育てを理

解 してもらい、地域全体で子どもの成長を見守る体制づくりを目指すもの。

【現状と課題】

。子どもの数が年々減少し、年間出生数が 30人程度である。

(H18:23人 、Hi 9:29人 、H20:30人 、H21:22人 、H22:26人 、H23:22人 )

。地域中央に保育園があり、子育て支援センターが併設されているが、利用者

は限定されている。子どもが 1歳になると職場復帰のため、保育園に未満児

で入園する子どもも多い。(平成 24年 9月 l日 現在、未満 20人、3歳 29人、

4歳以上 50人、計 99人 )

<乳幼児健診 。相談の結果>
・肥満は、市全体で、1.6歳 の肥満度+15～ 19%が 多い、県平均と市を比べると

1.6歳 も 3歳もやや多い。小国地域では、1.6歳が市平均に比べると多く、3

歳は市平均であった。

H23 1.6歳 3歳

小国 16.7% 4.0%

市全体 6.2% 4.2%

3歳児の虫歯では、

る。小国地域では、

減少している。

市全体では有病率・l人平均虫歯数ともに減少してきてい

i.6歳から3歳にかけて増える傾向があるが、H23年度は

H23 3歳 有病率 1人平均虫歯数

小国 16% 0.92

市全体 21.l% 0.88

小国 有病率 Hi 9 H21 H23

1.6歳 il.l% 0% 5.6%

3歳 40% 41.7% 16%

小国 1人平均虫歯数 H19 H21 H23

1.6歳 0.4本 0本 0.2本

3歳 1.5本 ].6本 0.92本



。1.6歳で肥満者が多いことや、1.6歳から 3歳にかけて虫歯が増えるという小

国地域の子どもの健康課題に対し、解決に向けて指導できる機会も設けてい

きたいと思っている。

・母たちは、小国地域外からお嫁に来る人が多く、子どもを通 じて友達を作っ

ている。また、支所の事業として地域内で母親学級が開催されていないため

に、妊娠中から赤ちゃんを抱っこする体験や小国地域内の友達を作る機会が

ない。そんなお母さんたち同士がつながり、子どもの数は少ないが、楽しい 。

充実 した子育てをしてほしいと思っている。

【内容】

①子育ち講演会 (子育て支援をする機関の紹介 )

②毎月開催している「ママ友交流会」に講師派遣

③ l歳児 。2歳児 。3歳児各期の子育て教室の開催

④母親学級の開催

事 業 の 実 施

に よ る 効 果

子どもたちが健康に成長できる。

小国地域内にママの友達がたくさんいることで、孤立せず子育てができる。

子育て中心配なことや困ったことを友達や母推さん、主任児童委員さんなど、

いろんな相談者に相談することができる。

実施スケジュール

平成 25年 4月 ～26年 3月

①子育ち講演会の開催      年 3回

。未就園児の保護者を対象とした子育て・親育ちの講演会・座談会 4月
。小中学校の保護者を対象とした性教育に関した講演会・座談会 7月
・祖父母を対象としたいまどきの子育て事情の講演会・座談会 (虫歯予防・

歯周病予防のための内容も含む)9月

※講演会に合わせ、子どもフェスティバルの開催。小国和紙生産組合に内容

は委託予定。(子 どもたちから集まってもらって、手作りおもちゃやおりが

み教室など楽しい会になるようなフェスティバルを開催予定)

②「ママ友の会」に講師を派遣する  月 1回

健康課題に基づく講師や母の希望する講師の派遣

③子育て教室 (1歳 。2歳 :3歳の各年齢に分かれて開催).年 1回‐×3回

・6月 頃 (土 日開催とし保育園児にも参加してもらう)、 歯科衛生士によるブ

ラッシング指導と栄養士さんによる手作 りおやつの試食を行う。その後継

続希望があれば、自主サークル化を目指す。

④母親学級の開催     2回 を 1教室とし、年 2教室

10月 と3月 に、母親同士のつながりや赤ちゃん抱っこ体験、貧血予防のた

めの調理実習などを行う。

①～④の開催時に、小国地域の子育て支援の情報提供を行う。

担当課・担当者 小国支所市民生活課 高野


